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遠隔システムによる『〈分かちあい〉授業研究法』の
実践研究

─学生の手による授業研究から─

小　島　　　勇＊・山　住　直　政＊＊

Practical research on“<Sharing type lesson>method”by a 
remote system.

KOJIMA Isamu :  YAMAZUMI Naomasa

Abstract
　The present study is a practical research that applies“Research on teaching by <Sharing 
type lesson> method”to the ICT education. <Sharing type lesson> method that Kojima has 
developed is“Joint Learning（collaborative leaning）”by the learner. <Sharing type lesson> is 
common to the cooperative study of the ICT education. 
　The purpose of the present study is to prove that <Sharing type lesson> method is an 
effective study method of the ICT education. The existing, remote system was verified by 
using“Research on teaching by <Sharing type lesson>”as a research method。Moreover, the 
thesis was able to be concluded that <Sharing type lesson> is an excellent method for the ICT 
education and the research on teaching.
　Keywords: collaborative leaning, Sharing type lesson, Distance education, Research on 
teaching by student, Clinical teacher training.

　 　

１．「学習者主体の学び」の時代と〈分か
ちあい〉。

　本研究は，ICT 教育に「〈分かちあい〉方式に
よる授業研究」を適用した実践研究である。小島
が開発した〈分かちあい〉方式は，学習者による

「協同的学び（collaborative leaning）」である１）。
　研究の目的は，〈分かちあい〉方式が，ICT 教
育のための効果的な学習法であることを実践研究
から検証するものである。研究方法として，「既

存の遠隔システム（条件：本学で学生たちが使用
できる）」を活用し，それを「〈分かちあい〉によ
る授業研究」から検証し，「学習者主体の〈学び〉」
の可能性と課題を検証するものである。具体的に
は，学生たちによる遠隔授業研修の実践研究

（2008年〜2010年継続）から，現在の遠隔システ
ムの利便性や課題を明らかにすることで，〈分か
ちあい〉方式が ICT 教育と遠隔授業研究のため
にも優れている方法であり「学習者主体の〈学
び〉」の１つのモデルとなることを検証した。ま
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た，まとめと課題で，遠隔教育による教員養成ま
た現職研修の新たな可能性と意義も取り上げた。

２．「〈分かちあい〉による学び〉」の開発

　ICT 教育界でも協調学習は，各方面で研究報
告されてきている（『e ラーニング白書』2007）が，
すでに教育学分野（教育方法学）研究では，1990
年以降，これまでの教師の教える技術や方法から

〈 学 習 者 に よ る「 協 同 的 学 び（collaborative 
leaning）」の実現〉は，授業改革また授業研究課
題として取り上げられてきているものである（佐
藤学，2009）。
　我が国で〈学習者による「協同的学び」〉の実
践は，上記，佐藤が1998年（平10）茅ヶ崎浜之郷
小学校，また，2002年富士市学陽中学校で「学び
の共同体」（パイロット・スクール）とした公開
研究で取り組んだものを代表事例としてあげるこ
とができる。ここの授業実践の様式では多様性が
認められており，教室には「学びをモノとの対話，
他者との対話，自己との対話」コミュニケーショ
ンの『聞き合う関係』を軸にした〈「学びの共同
体」づくり〉が進められている（同上，佐藤）。
　また一方，小島も1980年代，全国に広がった

〈非行の嵐〉を現職として体験する中で，校内授
業研究から学校改革「〈授業づくり〉から〈学校
づくり〉」（小島，1987：1989）にとりくみ，現職
教員同士が困難な教育状況でも，直面した課題か
ら〈教育の専門家〉として学び成長する『臨床的
教師研修』を開発し，その基盤に「〈分かちあい〉
方式による学び（協働研修）」を設定し，その〈学
び〉の有効性を実証している（小島，2004）。こ
の「〈分かちあい〉による〈学び〉」は，現在，大
学の教員養成や現職研修においても，協働学習

（研修）としての有効性が検証されている（小島，
2006：2007）。
　このような中，あらたな Web 時代を迎え，
ICT 教育の協調学習の研究からも「学習者主体
の学習法（システム含）」は，実際の授業実践や
実践研究によって，その方法などの有効性と課題
の検証が求められてきているといえるものであ
る。

３．〈分かちあい〉による授業研修と研究
協議

　〈分かちあい〉は，教師研修においては，教師
が直面する教育現場の実践課題（生徒指導，授業
指導，クラス指導上など含む教育臨床課題全般）
をそのまま取り上げ，その実践文脈に即して課題
を解決し克服していく〈学びあい〉である。〈分
かちあい〉は，①（課題に対する）相互傾聴を基
盤にした〈気づき〉による〈学び〉と，②課題解
決のために協働で改善策（提案やアドバイス）を
作り出す「話しあい」からなる研修方法である２）。
　この〈分かちあい〉を用いれば，旧来の教師指
導型の授業研究においても，〈指導と被指導の相
互関係〉にたった「教師役と生徒役の模擬授業方
式」の中で，授業実践文脈の全般にわたる課題

（コンテンツや教師活動等含）の検証が可能であ
り，実際の授業改善にとりくめる。〈分かちあい〉
による〈気づき〉が，反省的な相互作用学習と解
決指向の機能を作るためである（小島，2008）。

４．学生の手による「遠隔授業研究（研
修）」2008年

　2008年４月，教育実習前の学生有志に〈分かち
あい〉を取り入れた「Web 活用による遠隔授業
研究」を勧めてみたところ，意欲的な反応があっ
たことから始まった実践研究である。〈学習主体〉
は実行委員として集まった学生たちで，その「遠
隔授業研修（研究）」での遠隔接続図概要である。

ICT教育開発企業（業者）
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・４－⑴小金井
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・４－⑵神田，
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〈遠隔授業接続図〉
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４−⑴第１回：（2008年４月18日（金）16:00〜）：
電大付属中高校教員と理工学生による「テレビ
会議システム活用・授業研究会」

４−⑵〈第２回〉：（2008年５月22日（木）17:00
〜）：３キャンパス連携「学生の手による〈遠
隔授業研究会〉」

　（注）⑴ ⑵とも，本学設置の遠隔システム〈テ
レビ会議システム（ポリコム）〉活用。３キャ
ンパス（神田・千葉・埼玉鳩山を，「遠隔授業」
と「テレビ会議」のため接続した。

４−⑶端末機器（ノートパソコン等）を使ったテ
レビ会議システムによる遠隔授業研修

　上記２回（４−⑴ ⑵）の〈学生の手による「（既
設）テレビ会議システム活用の遠隔授業研究」〉
を実践研究により検証した上で，「第１回全日本
教職学生授業研修大会」（2008年11月）から，４
−⑶学生たちが，日常，自分が使用している「端
末機器（パソコンと Web カメラ等）」を接続し
た遠隔授業研究」の実践研究に取り組んだ。
　 （注）上記４−⑴ ⑵実践は，本『研究誌』第６

号（2008年版）に詳しい実践報告がある。

４−⑴第１回：電大付属中高教員との「テレビ会
議システム・授業研究会」（2008年４月18日

（金））
　学生たちによる最初の遠隔授業研究は，電大付
属高校（東京・小金井キャンパス）の教員と，学
内設置の「テレビ会議システム」を使用し授業研
究にとりくんだものが最初である。
　目的は，遠隔システム活用授業研究の検証と同
時に，電大高校教員に「学生たちの手による〈分
かちあい〉模擬授業と授業研究法」の紹介を兼ね，
体験参加型の授業研修会としておこなったもので
ある。実施に当たっては，〈分かちあい〉方式の
授業研究を理解しやすくするため，①理工の学部
４年生が電大高校に出向き模擬授業をし，また②

〈分かちあい〉による研究協議の司会も学生が進
める方法とした。（（注）：このように現職教員と
学部生が合同で授業研究実践にとり組んだ事例は
希少である）。同校教員は，学生による模擬授業

（高校数学）を受けながら，研究的に学ぶ生徒役
の参加でお願いした。

　下記の写真がその様子の一部である。同時刻，
筆者の小島らは，埼玉・鳩山キャンパスにて遠隔
システムによる授業参観に望んでいる。

　この実践研究により，〈分かちあい〉方式を共
有し，遠隔システム活用によれば，現職も学生も
協働で授業研究と研究協議にとりくむことがで
き，また，大学の研究者も協働研究に望むことが
実証されたものである。

　（注），この後，付属中校の教師側にとっても，学
生との授業研究会は初めての体験ながら大きな刺激
を得る機会となる。その後，筆者（山住）の東京電
機大学付属中学高校で〈分かちあい〉を用いた自主
的授業研修が，2009年４月〜2010年まで計12回行わ
れている。

　本実践研究の成果（○）と課題（●）である。
〈○成果〉⑴〈分かちあい〉活用の授業研修は，学
部生と現職教員とが連携して「協働研修（学習）」
に取り組める有益なものである。日常，異なる双方
の立場（教える側：学ぶ側）を越えて，連携しあえ
る〈学び〉の方法である。⑵遠隔授業研究に〈分か
ちあい〉方式を取り入れれば，学生も教員も〈実践
研究者〉としてリアルタイムで授業研究（研修）に
取り組め，成果と課題また改善策も明らかにでき
る。⑶教育実習生に必要な〈授業づくり〉〈授業練
習〉また授業研究が，遠隔によれば場所の制約，立
場を超えて活発に取り組める。⑷大学設置間の〈テ
レビ会議システム（ポリコム）〉をテレビ会議使用
と同様（動きも固定範囲であれば），授業指導の映
像も音声も安定的で共有できる。
〈●課題〉⑴設置室の〈テレビ会議システム〉で，
実際の教師の動きと取り組みを画面に実写し続ける
カメラワーク，機器操作は難しい。⑵設置の集音マ
イクでは，教師のことば，教師の生徒の音声をきれ

08年度４月18日（金） 東京・小金井 

理工学部（埼玉）で受信中 授業者〈理工学部学生４年生〉 

電大中高の15名の先生方が模擬授業を受けている 

電大中高での模擬授業
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いに拾えないため，授業場面のやりとりがわかりに
くい。また音量調整も難しい。教室また受信教室の
条件でハウリング障害などもあり，多数メンバーの
研究協議も難しい。⑶大型システムのため機器操作
も（メディアセンター職員のサポート必要），学生
たちが簡単に扱えるものではない。また使用（許可）
条件や，安定した学内 LAN 維持（帯域の制限），
価格メンテナンス等，学生たちが日常的に使用でき
るものではない。

４−⑵第２回：「３キャンパス連携の〈学生によ
る遠隔授業研究会〉」（2008年５月22日（木） 
17:00〜）

　第２回目の遠隔システム授業研究は，本学３
キャンパス（神田・鳩山（埼玉）・千葉）をつな
いだ連携授業研究会（小金井を含め４遠隔地点を
接続）である。実行委員学生らも教育実習寸前で
あったが，３キャンパス行事日程また他キャンパ
ス学生の参加時間帯も考慮した上で，実施とし
た。取り組み方式は，第１回同様，本学設置のテ
レビ会議システムを活用，〈学生の手による遠
隔・授業研究（〈分かちあい〉学習方式」）〉を基
本とした。
　第１部で「理科の授業（埼玉鳩山発信）」の授
業研究，第２部は神田に出向いた学生代表による

「高校数学（神田キャンパス発信）」で進めた。〈分
かちあい〉方式の授業研究は，他キャンパス学生
も未体験であるため，当日，理工学部の実行委員
学生が３キャンパスに出向き，授業研究の運営と
進行に取り組む方法とした。
　これにより，テレビ会議システム活用による

「学習者主体の参加型学習（教育実習事前の学生
たちよる授業研究会）の成果と課題」を検証した。
５分程度でできるアンケートを実施した。そこで

「学生の手による〈分かちあい〉方式採用の遠隔・
授業研修」をはじめて体験した参加者がどのよう
に受けとめたのか調査した。（代表的質問・回答
の抜粋とする（下記 QA）。
　３キャンパス連携・遠隔授業研修会に取り組ん
だ実行委員学生たちのまとめでは，①初めて出
会った３キャンパスの学生同士が〈分かちあい〉
協議を活用して，授業研究と研究協議に取り組

み，教育実習前に授業研究による協働研修を体験
したこと。②３キャンパスの学生同士が〈分かち
あい〉による研究協議を通じて，それぞれのグ
ループ意見をもとに発表し，別の場所の授業者や
参加者に向けて発信し，また，それらに対して授
業者がリアルタイムで返答し，双方が授業研究の
コミュニケーションを取り，授業研究および授業
改善に取り組んだことを高く取り組みの評価とし
ていることがわかる（森哲也ら，2008）。

４−⑶　第１回全日本教職学生授業研修大会にお
ける遠隔授業研究（2008年11月22日（土）23
日（日）

　第１回全日本教職学生授業研修大会（以下・本
大会）は，本学の部活の教職を目ざす学生の会

（部活名「協育学部 aims」）が取り組んできた授
業研修会（９回実施，10回目となることを記念に
全国大会）を，全国の教職志望また教育実習志望
学生に向け提案したものである（理工鳩山キャン
パスで実施）３）。
　本大会の目的は（これまでの授業研修会と異な
り），はじめて参加した人も「授業をつくり，ま
た，それを提案授業」にして実際に取り組み，「参
加者全員が，その授業を研究協議する」という参
加体験型の研修とした。どの参加学生も実際に授
業をおこなうことで，授業研究の〈主体的学習

（研修）者〉となることと，実践研究にも取り組
めることを目標とした。参加は61名（学生の他に，
教育委員会指導主事５名，現職教員４名，社会人
２名，本学教員３名，他大学11名，父母８名，新
聞社記者４名。
　また本大会では，６つのクラスごとに分かれ，

Q４． 〈分かちあい〉方式で，自分の意見が言え
ましたか

A 〈分かちあい〉方式で「自分の意見が言えた」，
鳩山93％，神田60％，千葉50％）。「普通に」
が鳩山０％，神田30％，千葉31％。「言えな
かった」が，鳩山７％（１名），神田10％（１
名），千葉13％（１名）。■全体で〈分かちあい〉
方式で，参加者が気づきや意見を語り，学習
参加したと，７割を越えていることが分かる。
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授業づくりと提案授業と研究協議をおこなった。

４−⑶ .１　全国大会における４種の〈遠隔・授
業研究〉の接続実験（下記図 , −① , −② , −
③ , −④）

　本大会の中では，４種の〈学生の手による遠
隔・授業研究〉をとりくみ，学内外に大会授業の
様子を配信する遠隔システム授業（研修）を実施
した。22日10時から，（a）森哲也（中学数学），
次に（b）加藤拓也（高校数学）が異なる教室か
ら，本学メディアセンターおよびオーライソフト
社のスタッフの協力を得て取り組んだ。その接続
システムを下図に示す。
　中央のネットワークは，本学の既存ネットワー
クシステムである。右にあるネットワークは，本
学 の ネ ッ ト ワ ー ク か ら オ ー ラ イ ソ フ ト 社 の
TANBERG からインターネット上にアップし閲
覧可能としたものである。

４−⑶ .２　４種〈遠隔システム〉接続による検
証−①【システム A】 既設・固定（大型）シス
テム

　大学内外を結ぶ遠隔研究の上から，芝浦工業大
学の協力を得て，他大学接続の授業研究を試み
た。また，電大高校（小金井キャンパス）とも接
続をした。これらは既存のテレビ会議システムを
用いているため，双方向のやりとりは安定的で

〈学生の手による遠隔授業研究〉は十分可能であ
ることが実証された。

　しかし他大学間連携のためには，大学ごと異な
る導入システム（業者）の違いのため，接続調整
ではそれぞれ専門スタッフの協力が必要となる。
また，大学間で講義外の共通使用可の時間帯確保
など，現状では〈学生たちの手による遠隔授業研
究〉を日常的に実施することは難しく，既述４−
⑴ ⑵の成果と課題と共通する結果となった。（実
際に両大学とも，テレビ会議と遠隔講義用システ
ムの専用システムであるため，使用許可が必要で
学生は自由に使用できない。また接続箇所も学校
法人の特定施設に限られるなど，学生（学習者）
に寄り添った遠隔学習の場と環境を作り出すこと
は現状では難しい）。
−②【システム B】オーライソフト社（移動可能）

型
　オーライソフト社の協力のもと，既存遠隔講義
シ ス テ ム（TANDBERG 社 製 映 像 配 信 機 器

（Content Server TANDBERG・ビデオ会議端末
専用ストリーミング・アーカイブサーバー）を導
入，学生の授業をリアルタイム配信・ダウンロード
配信し，インターネットを通じて視聴可能にした。
■［教育委員会との連携］の遠隔授業研究の検証

　②の接続先の１つに，神奈川県教育委員会教
育局愛甲教育事務所（以下，愛甲教育事務所）
の竹本悟・堀江眞澄両指導主事が共同研究で参
加した（（注）：愛甲事務所では〈分かちあい〉
方式による初任者授業研修が取り上げられ，管
内の学校でも活用されている）。

　　しかし神奈川県のインターネットセキュリ
ティと，本学 LAN 帯域などの影響により双方
向同時でなくタイムラグがある授業研究となっ
た。以下，その概要（竹本指導主事によるまと
め）である。

◆「◎インターネット接続環境」
・ 愛甲教育事務所の業務用 PC は，神奈川県のセ

ンターサーバー（正式名称不詳）に接続
・ 原則として，各種ソフトのインストールは不可
（Win XP 制限ユーザー）
・ 従って，実行ファイルの DL は不可（exe ファ

イル）
・ストリーミング再生については不可
・ 電子メールについては，所属・個人ともアカウ
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ントを持っている。
　 今 回 の 接 続 で は， 事 務 所 側 は〈 接 続 先

（TANBERG）〉まではたどり着けるものの，動
画のダウンロード＝ストリーミング視聴は不可能
であることが分かった。そこで，サーバーにアッ
プされた模擬授業を DL し，視聴する方法での参
加とし，オーライソフト担当者に了承を得た。
　本来の〈遠隔・授業研修〉は，事務所送信図の
多方向相互協議である。しかし，今回のシステム
では，事務所からの一方向に限定された。事務所
側では，今回の実践研究が，協議の参考になるこ
とを目指し，授業のみを視聴，直ちに講評を作成
し送信の準備に取り組んでいる。これは，実際に
授業後に行われる研究協議と，事務所側の講評が
届くタイムラグを調べたかったためである。事務
所側の取り組みと，それぞれの過程で要した時間
は，下記の通りである。

〈○成果〉多方向相互協議には間に合わなかった
が，事務所側では下記の成果を確認した。
１．録画されたものを視聴するので，気になる点を

繰り返し視聴することが可能。
２．録画されたものは，授業者も視聴可能。
３．電話を使い，授業者と講評者（アドバイザー）

で双方向協議が可能。
４．録画されたものなので，講評者（アドバイザー）

は都合の良い時間に視聴可能。
〈●課題〉愛甲教育事務所側の検討結果から分かっ
たように，セキュリティ面からの実施の壁はいくつ
もあり，環境面でクリアしなければならない課題が
あった。また，別回線等を設置することは，財政が
厳しい中で現実的なことではない。そのため，教育
委員会や他大学との遠隔授業研究などの取り組みの
ためには，今後，特別の機器を用いず，極めて廉価
にかつ効果的な活用に取り組める簡易システムの開
発研究が重要であることが再確認できた。

【小考察】
　〈大学と教育委員会の教員養成・現職教育の連
携〉は，我が国では現在もこれまでも重要な課題
の１つとされてきてきたものである。しかしなが
らその構成員である大学教員と教育委員会指導主
事らも，それぞれ所属する場での煩雑な仕事や研
究などから容易に連携協力の機会や方法を作り出
せていないのが現状である。これら課題に対し
て，今回，本学と愛甲教育事務所を遠隔システム
の接続により，〈（教職志望）学生たちの授業研究〉
に対して協働の研究が実施できたことから，今
後，大学と教育委員会とが時間や場所また立場を
越え，連携協力して教員養成教育に取り組める可
能性が開いたものと言えるものである。
　また学生たちの授業に，直接，遠隔地の二人の
指導主事から検討がなされたことも貴重なことで
ある。今後，大学でおこなわれている教員養成教
育や講義またゼミなども遠隔活用で公開したり，
双方が共通テーマに対し Web にて協働研究や研
究協議もすすめていけることが分かる。
　一方，今回の遠隔接続からも，現在の既存シス
テムより安価で可動性もあり，教職学生も教育委
員会にとっても手軽で安価に使用でき，専門的な
接続知識もそれほど必要とせず，双方向性でやり
とり可能な遠隔研究のシステム開発が課題として
挙げられる。
−③【システム C】　学生利用可能・既存型
　システム B ②の双方向の授業研究協議と授業
者に対するリアルタイムのフィードバックを実現
するために，現在，学生が活用できるものとして
Skype と端末による接続（注：アメリカ留学中
の学生また別棟にある小島研究室との遠隔接続）
を試みた。しかし学内システムや LAN など接続
安定調整など時間と手間が必要となり，授業者に
対する返答をすぐにできないことと，授業閲覧者
同士のやり取りに課題が残る結果となった。また
具体的改善提案に対し，どのようにしたらよいか
提案する映像を，他の授業閲覧者に見せられない
ことなどが挙げられた。またシステム C のよう
に，この段階では他の既存コミュニケーション
ツールを用いても授業研究を行なうことでは課題
が出る結果となった。

時刻 森 加藤
Mail 受信時刻 11：08 12：19
DL 所要時間 約８分 約９分
授業視聴時間 約15分 約19分
協議・講評作成時間 約50分 約40分
講評送信時刻 12：11 13：24
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−④【システム D】新たな遠隔システムへの研究
　①②③接続の検証の結果，第１回全日本学生授
業研修大会の取り組みから，今後，学習者（学生）
が，手軽に授業研究で活用できる端末機器による
遠隔システム（D）の展開と，その実践研究によ
る検証（④）が新たな研究課題となり，継続研究
とした。

５．「端末機器活用で〈テレビ会議システ
ム活用の遠隔授業研修〉」のとりくみ。
2009年。

　2009年度から，学生が自分たちで運営できる端
末（学生各自のノートパソコン，Web カメラ，
マイク，スピーカー）を使い，インターネット回
線を使う遠隔授業研究の実践研究をすすめた。

５．１．エイネット協力「Fresh voice」による研
究（2009年６月）

　研究協力を得たエイネット社のテレビ会議シス
テム「Fresh voice」による端末接続を試みた。事
前にソフトウェアのダウンロードとインストール
が必要である。学生の授業を，別教室に画像送信
し，遠隔授業研究を試みた。関連で用意したもの
は，Web カメラ，マイク，スピーカーである。
また画質を上げるためにビデオカメラを端末に接
続した。結果，ノートパソコンのスペックにより，
音声を受け取る早さや，画像の鮮明さに違いが出
た。この遠隔授業研究にとり組んだ学生たちとの
まとめである。

〈○良い点〉学生が使いたいときにシステムが利用
できる。自宅からでも利用できる。
〈●改善点〉
・システム利用料が高価である。事前にソフトウェ

アをダウンロードしておかなければ，すぐには使
用できない。大学で端末を使ったテレビ会議室は
大学の回線容量が少ない影響で画像の動きと音声
が合わない。

・パソコンの性能不足で，画像が映らない。
・ネットワークの使用領域が狭いため画像の処理が

遅い。
・連絡の不徹底から不正確 IP アドレスを使用して

しまい，ネットワークが不安定になってしまった。

５．２．シスコシステム協力「Webex」による
研究（2009年７月〜）

　次に，端末機器活用の遠隔授業に取り組めるテ
レビ会議システムの性能や操作性を比較するた
め，研究協力を得たシスコシステム社のテレビ会
議システム「Webex」で実践研究に取り組んだ。
こ れ は イ ン タ ー ネ ッ ト 上 の サ ー バ に あ る

「Webex」を起動するため，ダウンロードする手
間がないためすぐにどの学生でも参加することが
できる。遠隔に参加のためには学生各自が Web
カメラとマイク，スピーカの確保が必要である。

（「Webex」においては，提案授業には Web カメ
ラではなくビデオカメラを接続した）。このシス
テムにより，使いたいとき，使いたい人が使える
状況でできることが確認できた。そのまとめであ
る。（写真は，夏休み，東京の自宅から一人の学
生が授業研究にとりくみ，遠隔で学生と山住が生
徒役，また神奈川県指導主事と，さいたま市から
小島が，画面で遠隔参観としている。）

〈○良い点〉学生が使いたいときにシステムが利用
で き る。 自 宅 か ら で も 利 用 で き る。 ソ フ ト は

「InternetExplorer」で動くので，すぐに利用でき
る。
〈●改善点〉大学で端末を使ったテレビ会議室は大
学の回線容量が少ない影響でビデオ画像の動きと音
声が合わない。システム利用料が高価である（研究
ではご厚意戴いた。個々の学生使用面で使用料が課
題で残った）

５．３．第２回全国大会「遠隔授業と電子黒板に
よる授業研究」。（2009年11月29日）

　11月29日「第２回全日本教職学生授業研修大

 
 
 
 

シスコシステム社（2009年８月２日実施） 

授業プリント 

生徒 

授業者 

端末とテレビ会議システムの遠隔授業
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会」が開かれた。その中で，これまでの遠隔授業
を発展させた「２キャンパスの間で，〈電子黒板
を使用した遠隔授業〉」に取り組み，検証した。
授業者に電大付属中学高校（東京・小金井）の関
教員，授業科目は「情報」，電子黒板は日立製，
また遠隔は，前述シスコシステム社「Webex」
を利用した。その授業を，研修大会（埼玉・理工
鳩山キャンパス）で会場教室のスクリーン掲示と
し，〈遠隔による電子黒板活用の授業研究〉にと
りくんだ。授業の生徒役は，研修大会参加者とし
た。また，端末も接続した。

〈○成果〉「Webex」のデスクトップ共有機能を用
いると，〈電子黒板の情報（データ）を遠隔地の学
習者（生徒役）に送信〉することができる。電子黒
板を動かしているパソコンの画面を共有できる機能
は学習展開でも優れている。また，カメラ１台で，
電子黒板と授業のライブ画像が同時に送ることがで
きる。（PC につないだカメラは，授業者また授業
を直接受けている生徒の姿をとらえればよい）。
・学習者（受講者）の画面がそのまま電子黒板に現

れるため，授業の臨場感を持てる。
・板書を送信するビデオカメラも不要である。（板

書をビデオから送る方法では，板書がよく見えな
いという問題がある）

〈●改善点〉「Fresh Voice」と問題点は変わらない。
（テレビ会議システムを使う前に，パソコンの性能
確認，回線容量などの環境確認，ビデオカメラの操
作方法などの機材確認など事前の確認が必要であ
る。）

６．３D アバターを用いた授業研修。2010年。
　2010年３月より，プロトンメディア社の３D ア
バターを用いたテレビ会議システムであるプロト
スフィアを使って授業研究の可能性の研修を試み
た。（（注）この時点で，学生らが端末で一番活用
可能なものとして選択したものである）。参加者
は，プロトスフィアが用意しているアバターから
好きな人物を選び，教室までマウス操作で移動す
る。教室には，机，いす，スクリーンが用意され
ている。使用後，授業者と生徒役のプライバシー
保護」，「カメラなどの周辺機器の設定の軽減」が
できることがわかった。研究に取り組んだ学生た

ちとのまとめである。
〈○良い点〉
・授業者，生徒役のプライバシーを保護できる。
・授業作りを行いながら，実際の授業をイメージし

安い。
〈●改善点〉
・生徒役が，教師の指示に従い活動しているか把握

できない。
・パソコンが使えない人には利用しづらい。
・教師は授業の中で，説明・指示・板書・机間巡視

など活動が多い。それに合わせて，３D アバター
を操作するので複雑である。

６−⑴　第13回・授業研修大会（2010年５月１日）
　５月１日に，「第13回授業研修大会」を実施し
た。第１部（10：00〜）は〈学生の手による教員
採用説明会（近隣の各県教育委員会指導主事の説
明）〉を実施，第２部（11：00〜）に本学学生，
現職教員また指導主事も参加の中，〈教職をめざ
す学生による授業研究・研究協議〉を実施した。
また，その中で〈３D アバターを用いた遠隔授
業〉を取り組み，授業研究上の可能性と課題につ
いて学生が研究発表した。４年生が４月とり組ん
だ中学数学の授業を，３D アバター用に変換し，
今回，３年生が教師役（授業者）となり，会場参
加者は生徒役の立場で，３台のパソコン接続か
ら，模擬「遠隔」授業の検討である。

〈○成果〉
・インターネットに接続できる環境があれば，いつ

できることがわかった。
・実際の顔が見えないのでプライバシーの保護，授

業を行う緊張感がやわらぐ。リハーサルと本番と

プロストフィアを使った授業研究
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の状況の変化が少ない。
・授業研修のツールをして活用できるとわかった。
〈●改善点〉
・キーボードでの操作がしづらい，ゲームコント

ローラで操作できるとよい。
・挙手をしている時間が短いため，複数が挙手する

と誰があげていたか，わからない。挙手して時間
を延長した方がよい。

・生徒役が本当の授業に合わせた活動をしているか
わからない。

・理科の実験の動画が流せないと，理科での授業研
修では使いにくい。

６−⑵　３D アバターを用いた授業研修の可能
性

　２種類の遠隔授業研究により，〈カメラを用い
たテレビ会議システム〉より〈３D アバターを用
いたテレビ会議システム〉の方が，提案授業を行
う授業者も，生徒役も緊張感が少ないことが判明
した。遠隔システム活用の授業研究により，今後
の取り組みを発展・継続することで現職教員や他
大学生とも，本学生らが自主的に授業研修を行な
い，様々な視点から授業を検討し，授業指導力の
向上が期待されるものである。
　また日常，多忙極める現職教員らも３D アバ
ター活用の授業研究によれば，遠く離れた意欲あ
る教員同士も有効な授業研究が可能と考えられ
る。また，現職教員においては授業のみならず生
徒指導や父母対応など直面課題も多く，必ずしも
職場の同僚に相談できず，悩む教員も少なくない
現状がある。学生たちの学びの基盤である〈分か
ちあい〉を採用し，３D アバターによる現職教員
同士の遠隔教員研修など，今後の新しい教師発達
支援のツールとしても継続研究が重要視されるも
のである。

７．遠隔による教員養成教育（研修）の
意義

〈学生の手による遠隔授業研究（研修）」の意義〉
　大学において，教職志望学生や教育実習に向か
う学生が，教育現場で通用する授業指導力を身に
つけることは重要な課題である。授業指導力をも

つことで，実習校の生徒たち（多くが母校の後輩
たち）から〈教師〉として認められ，また職場の
教師たちの信頼を得ることでもある。また教育実
習生にとっても，教壇に立った時，実際に授業指
導力があってはじめて教室の個々の子ども（生
徒）たちが見え，子どもたちの学習意欲や気持ち
や課題も理解できるのである。
　しかし，一方で，学生たちが教育現場で通用す
る実践的指導力（授業指導力含）が身についてい
ないことは，これまで度々，教員養成教育の課題
の１つとされてきたものである（例えば，文部科
学省教育職員養成審議会「養成と採用・研修との
連携の円滑化について（第３次答申）」，平成９年

（1997）第１次答申参）。また，現在の教員養成教
育制度下においては，どの大学においても教員養
成課程上，様々な課題があり，個々の学生たちの
教職志望ニーズや授業指導力の育成まで届いてお
らず，また学生たちも実践的指導力を向上させる
実践的な学習や研修を体験する機会に恵まれてい
ないのが共通した課題である。
　このような中，学生たち自らが教育現場に必要
とされる実践的指導力また授業指導力を身につけ
ていく〈授業研修会〉や〈遠隔教育システム

（Web による協働研修（学習）の場や機会）〉に
出会うことは重要である。実際に学生たちが通常
使用している端末機器（ノート PC や Web カメ
ラ・マイク）使用でも授業研修が可能なら，在学
中においても，また教育実習の期間中において
も，学生同士が（実習校や地域の違いを超え），
実習教師の立場から学習者主体の授業研究（研
修）にも取り組めるものである。
　本学の学生にとっても「遠隔システムを利用し
た〈分かちあい〉の授業研究」は，これまでのキャ
ンパス内での授業研究（授業練習）の他に，場所
や時間の制約を超えて，より自分たちの都合のい
い時間や方法で授業研究を開発していけることで
あり，また授業研究の機会を増やしていけること
でもある。このように，まず学生（教育実習生）
たちによる遠隔システムの授業研究のとりくみ
と，端末機器による遠隔接続が日常的にも可能に
なれば，これまで以上に教育現場と大学との連携
授業研究も進んでいくものである。また，多くの
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大学の教員たちも実習期間中，全ての学生の実習
校訪問は，距離や時間の制約や研究活動などから
公平に果たせていないのが実情である。これらの
課題に対しても，遠隔活用による「教育実習の研
究授業」の研究開発と普及は，大学側の参観も容
易にし，また指導や連携協力なども密になり，こ
れからの我が国の教育実習の新しいあり方も作り
出す展望をあたえるものである。

８．おわりに

　本研究は，めまぐるしく開発がすすむ ICT 教
育の中で，現在，学生と筆者らが身近で使用でき
る〈遠隔システム〉活用し，それらを〈分かちあ
い〉授業研究法によって検証したものである。各
取り組みに対する成果と課題は，学生たちとの実
践研究より明らかにした。
　今後，Web による「学習者中心の〈学び〉」は，
さらに広がるものであり，そのため学習者同士が
尊重し合い互恵的な〈学び〉による健康的な学習
体験と学習によるコミュニティ体験を得ていくこ
とは重要である。そのために，誰もが安心して，
自覚的に〈学ぶこと−教えること〉の機能を知り，
相互の役割も尊重し，また〈学び〉の場やシステ
ムも改善していける協働の場と機会を確保するこ
とは大切なことである。〈分かちあい〉と遠隔シ
ステムを活用した授業研究の実践研究は，それら
の課題に応えるものであることを，本研究から実
証した。また，〈分かちあい〉が ICT 教育上，効
果的な学習であり，自発自立的学習であることも
実証した。同時に，それは現在とこれからの教育
と教員のためにも有効な研修方法であることも明
らかにした。
　「学習者中心の〈学び〉」の時代を迎え，〈学習
者の手による検証（学び）〉は，ICT 教育をさら
に発展させる実践課題となっているものである。
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【注】
１）〈分かちあい〉は，ICT 教育の協調学習と共通するも

のである。
２）〈分かちあい〉は通常，３名のグループワークが方法

上も時間保証の上からも実践しやすい。司会はワンサイ
クルの〈分かちあい〉で順次交代，学びの場と役割も均
等化がよい。〈分かちあい〉の基本は，各自の〈気づき（感
想・意見含）〉を尊重した相互傾聴学習である。学習者
の声は，そのままグループ内で受けとめられ，発言者に
対する意見や反論もなく〈（自由な）語り〉によって語
る者は，より自らの〈気づき〉や課題を反省的に深めて
いく。また聞く側は傾聴を通じて相互の見方や違いを認
め，他者の〈気づき〉からも学んでいく。〈分かちあい〉
学習はどのような気づきも，疑問も自由に語られ，また
語らずともよく（「発言のパス」も可），学習者はそのま
まの姿で尊重される方法である。課題に対しては，解決
のための具体的な提案（改善策）を基盤とした「話しあ
い」を設定としていく。

３）日本教師教育学会第18回研究大会（2008年９月14日，
工学院大）で，学部４年生の森，小檜山が本学の〈学生
の手による授業研究〉を発表。そのとりくみは，学会関
係者の関心を集め，質疑も８つと一番多く，また学生が
すべて答えたことなど評価も高いものであった。会場の
他大学生から「是非，電機大の取り組みを学びたい」と
いう声も寄せられ，〈学生の手による授業研究（研修）〉
を，より多くの学生また教育関係者に届けることは大き
な意味があることから，10月以降（１月の準備期間であっ
たが），全国の教職学生に向け〈学生主体の授業研修会〉
を発信する取り組み，研究室ゼミ生，aims メンバーまた
有志学生が，全国大会実行委員会を発足，第１回全日本
教職学生授業研修大会の名称で開催することに至った。
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